
6/実践報告＋講評と助言

１．はじめに

　学校現場では，「学級崩壊」や「不登校」「子ども

たちの体力・運動能力の低下」「運動を好んでする

者とそうでない者との二極化」「子どもたちのス

トレスの増加」「人間関係調整機能の低下」等，多

くの問題を抱えている。学校体育は，教育の基本

的なねらいである「生きる力」の育成に向け，仲間

と豊かにかかわりながら，身体的な活動を通じて

心と体を一体として学習を進めていく教科である。

つまり，これら現在の教育課題の解決を図るため

に重要な位置を占めている教科であるといえる。

特に，「生きる力」の１つでもある体力の向上を図

ることは，体育の果たす重要な役割でもある。そ

の中でも「体力を高める運動」は，唯一，直接体

力の向上をねらった内容であり，教師の支援によ

ってさまざまな学習の深まりがあることから，こ

れら多くの問題を解決するうえでの期待も大きい。

　よい体育授業には，「動く」「できる」「かかわ

る」「わかる」「運動の特性にふれる」，この５つ

の楽しさが必要であると考える。しかし現実には，

この５つの楽しさを十分に味わうことのできない

授業が見られることも事実である。

　以上のことから，今日的な課題を解決するため

には,この５つの楽しさを味わい,１人ひとりが意

欲的に学習に取り組む「子どもたちにとって魅力

的な体育学習」を行うことが重要であると考える。

　そこで，体つくり運動において，「子どもたち

にとって魅力的な体育学習」とはどのような学習

か，新しい教材「Ｇボール」と，だれにでも簡単

に取り組むことのできる「綱を引き合う運動（綱

引き）」を通して実践研究を進めた。

２．実践内容

（１）Ｇボール・綱を引き合う運動（綱引き）について

〈Ｇボール〉

　「自分自身の身体への意識を高める」「総合的な

体力の向上」「仲間とのかかわりを求める」こと

に効果的である。さらに，「子どもたちにとって

魅力的な遊具」である。

　Ｇボールの「Ｇ」は，giant（巨大），gymnastics

（体操），gravity（重力）の頭文字に由来するも

のである。イタリアで神経系に障害をもつ子ども

のリハビリに使用されたのが初めであり，現在で

はエアロビクス，ストレッチ，筋力強化，リラク

ゼーション等にも幅広く活用されている。

　今回の授業では，４５，５５，６５㎝の３種類のボー

ルを用意し，各自で選択して活用した。

〈綱を引き合う運動（綱引き）〉

　手軽で取り組みやすく，引き方を工夫すること

によって各種の筋力を高めることに効果的である。

個人，集団のどちらでも楽しめ，綱引き競技とし

ても成立している。

　綱引きは，第２回近代オリンピックで正式種目

として登場し，第７回大会まで実施された。また，

静的に全身の筋力を発揮する運動であり，運動後

の血圧は１８０を超える場合もある。

　今回の授業では，トラック用のロープ４ｍと，

小学生用カラー綱引きロープ１０ｍを使用した。

（２）取り組みの実際

○単元名…「心と力をひとつに挑戦！」

　　　　　　（体力を高める運動）

○対象児童…６年１組（３３名）

○指導にあたって

　クラス全員での達成感を十分に味わうことので

きない場面が見られる実態から，単元を通じて，

仲間と豊かにかかわりながら各種の運動に取り組

ませた。また，「目標・学習活動」「役割・協力」

「所属感・仲間意識」「運動量」に関して，意図

的・計画的に支援した。特に，励ましやがんばる

態度，達成したときのグループでの喜びの表現の

しかたなどに関しては積極的に称賛した。

　Ｇボールでは，リズムに合わせて全員で運動し

たり，個人やグループで各種の運動に挑戦したり

する活動を通じて，身体を動かす楽しさや心地よ

さを味わう中で，総合的な体力の向上を目指した。

子どもたちにとって魅力的な体育学習を目指して
－Ｇボール・綱を引き合う運動（綱引き）の授業実践－

実践報告／６年生・体つくり運動実践報告＋ 講評と助言

埼玉県宮代町立須賀小学校教諭　山口　隆夫

　綱を引き合う運動では，自分の身体への関心を

もたせながら，楽しく肯定的な雰囲気の中で，仲

間とさまざまな方法で綱を引き合う運動に取り組

ませた。さらに発展的な扱いとして，地域スポー

ツ（宮代町綱引き大会）との関連も図った。

　オリエンテーションにデジタルコンテンツを活

用し，効率的に体力や健康についての理解を深め

た。また，自分の身体への意識を高めるために測

定した自己の体力の結果を数値化して提示した。

これらの学習を通じて，自分自身の身体に関心を

もち，仲間と豊かにかかわりながら進んで運動に

取り組む児童の育成を図った。

○単元の計画（第６学年）

・体力を高める運動…８時間扱い（体ほぐしの運

動は３時間）

・学習過程…（図－３参照）

３．結果と考察

　診断的・総括的授業評価＊の結果（図－４）は，

どの項目についても数値の伸びが見られた（数値

は，１５点満点中）。このことにより，今回の授業

実践が子どもたちにとって成果のあるものであっ

たことが明らかになった。「楽しさを味わい」，

「学び方・技能が高まり」，「仲間と協力できた」

ということは，１人ひとりが意欲的に取り組む

「子どもたちにとって魅力的な体育学習」であっ

たということが考察できる。
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【図－２】綱を引き合う運動の教材化
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〈運動方法〉

引く力を考えて

相手を選んで

作戦を工夫して

１０秒間で

〈運動内容〉

　

引く

〈運動人数〉

１人で

２人で

グループで

クラス全員で

【図－４】評価の結果（６年１組）

診断的授業評価と総括的授業評価 

楽しさ 

学び方 

技能 

協力 

10.00 11.00 12.00 13.00 14.00 15.00 

診断的 
総括的 

12.61
14.24

10.84
11.94

13.12

13.92
14.54

10.57

12.61
14.24

10.84
11.94

13.12

13.92
14.54

10.57

注）＊診断的授業評価…単元初めの段階の評価
　　＊総括的授業評価…単元最後の段階の評価

【図－１】Ｇボールの教材化
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〈運動方法〉

リズムに合わせて

記録に挑戦して

行い方を工夫して

〈運動内容〉

　乗る
　弾む
　転がる
　転がす
　弾ませる

〈運動人数〉

１人で

２人で

グループで

クラス全員で

【図－３】単元計画（学習過程）

８７○６ ５４３２１時

Ｇボール・
綱を引き合う
運動

体力測定

学習のまとめ
・綱引き大会
について
・発展：地域
スポーツ
　　「宮代町綱
引き大会」
に参加

めあて１●みんなで挑戦！
チャレンＧボール
〈ＧボールⅠ〉
・曲に合わせて行う。

めあて２●選んで挑戦！
チャレンＧボール
〈ＧボールⅡ〉
・各種の体力を高める運動を
行う。

ねらい２●心と力をひとつに
挑戦！（綱を引き合う運動）
・チーム対抗で，いろいろな
引き方でいろいろな相手と
楽しむ。

・１回の挑戦は１０秒
【約束】
・合図があってから。
・足を使って。
・力を抜いてはいけない。
・相手を引きずらない。

Ｇボール・
綱を引き合う
運動

体力測定

・「心と力を
ひとつに挑
戦！」の学
習のしかた
について

めあて１●みんなで挑戦！
チャレンＧボール
〈ＧボールⅠ〉
・曲に合わせて行う。

めあて２●選んで挑戦！
チャレンＧボール
〈ＧボールⅡ〉
・各種の体力を高める運動を
行う。

ねらい１●いろいろな引き方
に挑戦（綱を引き合う運動）
・１対１や２対２で，いろい
ろな引き方でいろいろな相
手と楽しむ。
・１回の挑戦は１０秒
【約束】
・合図があってから。
・足を使って。
・力を抜いてはいけない。
・相手を引きずらない。

オリエンテー
ション２
・学び方につ
いて
Ｇボールに
慣れる

Ｇボールを使
った運動のし
かたについて

縄を使った運
動のしかたに
ついて

チーム編成に
ついて

オリエンテー
ション１
・体力の必要
性について
Ｇボールに
慣れる

体力測定
Ｇボール
・何秒間乗れ
るか。
・おなかで弾
む。

綱を引き合う
・握力
・引く力

（分）

１０

２０

３０

４０



8/実践報告

【図－５】本時の展開（６／８時）

指導上の留意点（○）・評価（◆）学　習　活　動

○すばやい集合と整列，元気なあいさつで，気持ちよく学習を始めるようにする。
○大きく３つの学習内容があること，新しいグループで協力して取り組むこと，自分の
　能力に応じて体力を高めることについて確認させる。
○前時でがんばっていた児童やグループを称賛して，本時の学習意欲を高める。
○自由な雰囲気の中で行う。
◆学習内容を理解できたか。

１．集合，整列，あいさつをする。
２．本時の学習内容を確認する。
３．準備運動
　・手首，足首，肩回し，首回し，ひざの
　　屈伸など。

○自分の身体に合ったＧボールを選ばせる。
○「世界に一つだけの花」に合わせて，自由な明るい雰囲気の中で心地よさを味わわせ
　ながら取り組ませる。
○クラス全員で一体感が生まれるようにする。
◆曲に合わせて意欲的に運動に取り組むことができたか。

○新しいグループで，４つの場所を時間ごとにローテーションして取り組ませる。
○みんなと一緒に（協力），おなかでバウンド（背筋力），足でバウンド（腕の筋力），
　ひざ立てバランス（足の筋力）を意識しながら取り組ませる。
○安全に配慮して２人組で行わせる。
○補助や励ましなどの態度については，積極的に称賛していく。
○姿勢や力の入れどころを指導していく。
◆運動に積極的に取り組むことができたか。
◆友達と協力して運動できたか。
◆自分の体と心について意識することができたか。
◆体力を高めることができたか。

４．自分に合ったＧボールを選ぶ。
５．曲に合わせて運動を行う。
　・お尻でトントン　・ボールたたき
　・横移動　　　　　・すべり台　など。

６．Ｇボールを使った各種の体力を高める
　運動を行う。（４つの場：各場３分）
・みんなと一緒に乗る・滑る。
・おなかでバウンド（弾む）
・足でバウンド（弾む）
・ひざ立てバランス（乗る）

７．曲に合わせて集合する。

○４対４で，いろいろな引き方でいろいろな相手と取り組ませる。１人３回以上挑戦，
　１回の挑戦１０秒。
○安全に配慮しながら，約束事項を守るようにさせる。危険な場合，必要に応じ全体に
　指導する。
○勝ったときの表現方法を形式化して，明るい雰囲気の中で取り組ませる。
○励ましやがんばる態度，達成したときの喜びの表現のしかたなど，社会性の育った行
　動に関しては積極的に称賛していく。
○勝ち負けではなく，目的は自分の体力を向上させていくことを繰り返し指導していく。
○工夫した引き方，よい学習内容について紹介していく。
○役割分担を明確にして取り組ませる。
○対戦の間の作戦の時間も大切にしていく。
○必要に応じて正しい引き方について指導する。
◆綱を引き合う運動に積極的に取り組むことができたか。
◆きまりを守って協力して運動することができたか。
◆体力を高めることができたか。

８．４対４で綱を引き合う運動を行う。
〈引き方の例〉
　・１本の綱で。
　・２本を絡ませて。
　・２本をクロスさせて４ヶ所から。
〈対戦〉
　・Ａ対Ｄ，Ｂ対Ｃ

○仲間とあまりかかわれなかった児童を中心に，カードの記入事項を確かめ，支援して
　いく。
○本時の学習を振り返らせるとともに，意欲的に学習していた児童やペア，グループを
　称賛し，次時の意欲づけを図る。
○ゆっくり大きく動かすように言葉をかける。
○元気で気持ちのよいあいさつができるようにする。
◆自分の体と心について意識することができたか。
◆本時の学習を振り返り，自己評価や相互評価をすることができたか。

９．学習カードの記入をする。

１０．学習のまとめをする。

１１．整理運動をする。
１２．あいさつをする。

【図－６】学習の約束の例（Ｇボール）

★危険なことはしない！
①なれるまでは２人組でやろう（１人が支える）
②乗って立ち上がらない
③ヘディングをしない
④人にぶつけない
⑤失敗しても気にしない
⑥みんなで応援しよう

【図－７】学習の約束の例（綱を引き合う運動）

①合図があってから引く
②途中で急に力を抜かない
③友達を引きずらない
④試合時間は１０秒間
⑤お互いに向き合って引こう

めあて１●みんなで挑戦！　チャレンＧボール

めあて２●選んで挑戦！　チャレンＧボール

ねらい２●心と力をひとつに挑戦！
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４.まとめ

（１）Ｇボールについて

○ボールの選択…使う人

に合った適切なサイズ

を選ぶ（ボールに座っ

たとき，腰とひざの角

度が９０度になる大き

さ）。小 学 校 で は，

４５，５５，６５cmの３種類あることが望ましい。

○学習の場と約束…安全を第一に，安心して転が

ることのできる場を選ぶ（芝生，畳がよい。な

ければマットを敷きつめた上で活動することも

できる）。

（２）綱を引き合う運動について

○綱の選択…今回の授業

では，トラック用ロー

プ（４ｍ）と，小学生

用カラー綱引きロープ

（１０m）を使用した。

トラック用ロープは，

２～４人での活動に適していた。

【図－８】Ｇボール活動の整理

力強い動き巧みな動き
体の
柔らかさ

バランスを
とる

●ボールを
　足ではさ
　んで移動
●おなかで
　バウンド
●足でバウ
　ンド

●弾む
●腰を左右
　に
●手開き・
　足開き
●すべり台
●弾ませて，
　転がして
　キャッチ

●ブリッジ
●座って
　前屈
●体側で乗
　ってスト
　レッチ
●座って胴
　体ひねり
●うつぶせ

●乗る
おしりをつ
　けて座る
ひざ立て
手とひざで
おなかで
背中で

１人で
行う

●いかだ
　バランス
手をつない
　で
手を離して

数人で
行う
（２人～
　８人）

●スーパー
　マン
　おなかで
　背中で

●全員で
　乗る
輪になって

クラス
全員で
行う

【図－９】綱を引き合う運動（綱引き）の整理

引き方

●１本で
●２本で
●クロスさせて
●持ち方を工夫して
　（握って・握って脇にはさんで，など）

数人（２人～
８人）で行う

●２本でクロスさせて
クラス全員で
行う

５．おわりに

　「子どもたちにとって魅力的な体育学習」にする

ために，支援の視点を明確にしたことは効果があ

った。また，ほとんどの子どもたちにとって，授

業として初体験のGボール，綱を引き合う運動で

あった。そのために，教材のもつ魅力によっても

意欲的に取り組むことができたと考えられる。

　診断的・総括的授業評価も数値の伸びが見られ

た。このことからも「子どもたちにとって魅力的

な体育学習」であったことが考えられる。

　今回の実践を通して残された問題は，

①年間計画の中にどのように位置づけていくか。

②Gボールの効果的な運動内容と管理のしかたに

ついて

③綱引きのほかにも，子どもたちにとってやさし

く取り組みやすい運動があるのではないか。

　以上の３点である。このことについても研究を

進めていきたい。　　　　　　　（やまぐち・たかお）

▲導入：ボールに座って。 ▲クラス全員で乗る。

▲足で弾んで腕の力 ▲おなかで弾んで腹筋・背筋

▲ボールに乗ってバランス ▲綱を引き合う運動
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　山口先生の「実践報告」を読み終えて，またそ

の実際の授業を参観して「これからの体育の授業」

の方向についてあらためて考えることができた。

　体育の授業に限らず，学校の教育課程に含まれ

た内容（各教科，総合的な学習の時間，道徳，特

別活動）は，子どもを取り囲む教育的な環境をふ

まえながら，子どもたちが直面している生活や学

び，仲間関係，体などの課題への有効な対応が求

められることとなる。この観点からすると，「体

力の低下」や「運動への二極化」などは，体育の

授業で取り組む必要がある重要な課題の１つであ

る。しかし，この「体力の低下」や「運動への二

極化」への対応には，効果的な特効薬がすぐに見

つかるわけではない。まずは，体を動かす心地よ

さや楽しさを体験すること，体力を高めることの

重要性やおもしろさを知ること，などを可能にす

る教材の開発や授業での提案が大切なステップと

なってこよう。

　その意味からすると，山口先生の「実践報告」

に見られる「Ｇボール」や「綱引き」には参考と

なる内容が数多く含まれている。特に，「Ｇボー

ル」は，体育の授業に新風を吹き込む期待も大き

いと思われる。

　「Ｇボール」は，「実践報告」の文中にもあるが，

元々は障害のある子どもたちのためのリハビリテ

ーション用に開発されたものといわれている。現

在では，民間スポーツ施設をはじめとするさまざ

まなスポーツ施設で活用され，その用途も実に多

様である。例えば，Ｇボールを使っての楽しい運

動メニュー，ダイエットのためのトレーニング，

腰痛対策のための体操などであり，さらに，スポ

ーツ選手のトレーニンググッズとしての活用にも

注目が集まっている。

　今回の「実践報告」は，その「Ｇボール」を体

育の授業へ導入し，活用の可能性にチャレンジし

たことになる。また，今回は山口先生の，６年生

での「実践報告」であるが，昨年度は１年生から

６年生までの授業を実施し，発達段階に応じた授

業への導入も試みている。その結果からは，小学

校低学年への導入も十分に可能ということであっ

た（ボールの大きさや導入時の活動などには，発

達段階に応じた配慮が必要である）。山口先生の

このような実践やいくつかの小学校での「Ｇボー

ルの授業公開」などから判断すれば，今後の「Ｇ

ボール」の授業での大きな可能性を期待すること

ができる。

　「Ｇボール」は，何よりも手軽に活用でき，さら

に，弾む，バランスをとるなどの活動を手がかり

に人数に応じて実にさまざまな活動へと発展して

いくことができる（後述の資料を参照）。また，

弾む，バランスをとるなどの活動は，小学生の発

達段階にも実にうまく適応している。「Ｇボール」

のもう１つの利点は，多数の仲間と活動を工夫す

ることができることである。例えば，４０人のクラ

スでは，４０個の「Ｇボール」を使って４０人全員が

ボールから手足を離しながら互いに支え合って

「Ｇボール」に乗ることを簡単に行うことができ

る。集団的な達成のおもしろさやダイナミックさ

を瞬時に体験することができるのである。

　このような「Ｇボール」の授業での可能性を，

山口先生の「実践報告」から感じ取って欲しいの

であるが，山口先生から指摘されている今後の課

題にも目を向けておきたいと思う。

　それらは，以下のものである。

（１）「Ｇボール」の年間計画への位置づけ

　前述のように，「Ｇボール」は低学年からの導

入が可能であり，学習指導要領との関連では以下

のように整理しておくとよいであろう。

「Ｇボール」活用の可能性に期待する
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　さらには，単元学習としての内容構成などにも

検討が必要になってこよう。例えば，高学年にな

れば，「Ｇボール」を「体ほぐしの運動」と「体

力を高める運動」の両方に活用することによって，

「Ｇボール」のみの活動での単元学習も可能と思

われる。今回の山口先生の「実践報告」では，以

下の点が特徴である。

・「Ｇボール」と「綱引き」で「体つくり運動」

の単元を構成している。

・「Ｇボール」は，「体ほぐしの運動（めあて１の

活動）」と「体力を高める運動（めあて２の活

動）」として活用している。

　今後は，山口先生の「実践報告」も１つの例と

しながら，低・中学年も含めたさまざまな取り組

みが試みられることによって，「Ｇボール」の年

間計画への取り上げ方が整理されていくものと思

われる。　

　

（２）「Ｇボール」の活動の整理と管理のしかた

　「Ｇボール」には多様な活動が可能であるが，

授業を行うためにはその活動をねらいや人数など

によって整理しておくほうがよい。活動の検討は，

発達段階に応じたより効果的な内容の提供のため

でもある。

　「Ｇボール」の活動の整理は，山口先生の「実践

報告」の〈Ｇボール活動の整理〉にも見ることが

できる。ここでは，ねらいと行う人数によって

「Ｇボール」の活動が整理されている。

　このほかには，【図－１】のような活動の整理

もできよう。ここでは，「回数を競う」，「技を高

めて演技する」なども内容として検討できること

を示している。発達段階によっては，こうした活

動も試みられてよいと思われる。

　なお，「Ｇボール」の保管については各学校で

ひと工夫が必要な場合がある。例えば，空き教室

の利用，体育館のステージの利用などが工夫の例

である。各教室に「Ｇボール」を置いて，休み時

間などに（安全に）活用することも検討できるで

あろう。（椅子の代わりに「Ｇボール」を使って

いるという外国の例もある）

（３）「Ｇボール」や「綱引き」以外の種目の導入

　現行の学習指導要領では，各学校の特色を生か

した取り組みが重視されていることから，体育の

授業においても多様な種目の導入が可能である。　

しかし，新たな種目の導入には，体育の授業のね

らいが達成できること，発達段階に応じた扱いが

できること，などが十分に考慮される必要がある。

今回の「Ｇボール」や「綱引き」は，それらの条

件を十分にクリアしていると思われる。

　ここでは具体的な種目を提示するわけではない

が，地域や学校の特色を生かした種目，先生方の

手づくりの種目などが積極的に検討されることを

期待したいと思う。

（いけだ・のぶゆき：体育科教育）

【図－１】
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